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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
九
』
（
昭
和
4
8
年
５
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
か
ら
発
見
さ
れ

た
木
簡
を
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
十
』
と
し
て
収
録
す

る
。
　
以
下
、
平
城
宮
内
の
木
簡
出
土
地
域
ご
と
の
状
況
を
述
べ
、
木
簡

の
形
態
分
類
・
凡
例
と
釈
文
を
か
か
げ
る
。

一

木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

　
第
7
8
次
南
（
６
Ａ
Ａ
Ｂ
区
）
昭
和
4
8
年
４
月
～
同
年
７
月

　
第
7
8
次
南
調
査
は
、
推
定
第
二
次
内
裏
東
北
部
分
の
後
宮
地
域
に

あ
た
る
北
区
で
行
な
っ
た
。
後
宮
中
心
部
の
調
査
は
、
す
で
に
第
3
6

次
調
査
で
終
了
し
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
は
そ
の
東
方
部
に
あ
た

り
、
掘
立
柱
塀
1
5
条
、
建
物
1
2
棟
、
溝
８
条
、
井
戸
１
基
な
ど
を
検
出

し
た
。
木
簡
は
、
こ
の
井
戸
（
Ｓ
「
ｃ
つ
ご
」
の
埋
土
中
か
ら
一
点

発
見
さ
れ
た
。
発
掘
調
査
の
結
果
は
、
第
Ｓ
次
調
査
や
昭
和
4
9
年
度

夏
に
実
施
し
た
北
隣
接
区
の
調
査
と
を
あ
わ
せ
て
、
発
掘
調
査
の
完

了
し
た
内
裏
東
半
部
に
つ
い
て
総
合
的
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
概
要
は

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
大
別
し
て
五
時
期
に
わ
け
ら
れ
る
。

　
Ａ
期
　
内
裏
造
営
に
先
行
す
る
遺
構
群
が
あ
る
。
掘
立
柱
柵
（
ｓ

ｙ
こ
口
こ
こ
に
よ
っ
て
、
方
六
〇
〇
尺
の
区
画
が
作
ら
れ
、
そ
の
内

方
に
小
規
模
な
建
物
が
建
て
ら
れ
る
。

　
Ｂ
・
Ｃ
期
　
Ａ
期
に
形
成
さ
れ
た
区
画
か
ら
若
干
南
に
位
置
し
て
、

東
西
六
〇
〇
尺
、
南
北
六
三
〇
尺
の
長
方
形
区
画
が
あ
り
、
そ
の
内

方
に
1
0
尺
方
眼
割
付
け
に
よ
っ
て
建
物
が
建
て
ら
れ
る
。
こ
の
上
限

は
聖
武
天
皇
即
位
の
神
亀
年
間
ご
ろ
、
下
限
は
天
平
末
年
頃
と
推
定

さ
れ
る
。

　
Ｄ
期
　
東
西
六
〇
〇
尺
、
南
北
六
三
〇
尺
の
区
画
を
築
地
廻
廊
で

囲
み
、
こ
の
回
廊
内
に
建
物
群
を
配
置
し
、
本
格
的
な
内
裏
造
営
の
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

行
な
わ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
上
限
は
、
瓦
の
編
年
か
ら
み
て
天
　
一

平
末
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
出
土
し
た
井
戸
（
同
「
ｃ
ｏ
ｏ
」

は
、
こ
の
築
地
回
廊
の
ほ
ー
４
間
分
を
そ
の
一
部
に
組
入
れ
て
作
ら

れ
た
、
東
西
い
一
ｍ
、
南
北
皿
ｍ
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。
井
戸
か
ら

同
時
に
出
土
し
た
遺
物
に
は
和
銅
開
弥
、
神
功
開
宝
、
隆
平
永
宝
各

一
点
、
土
馬
、
櫛
な
ど
が
あ
る
。

　
Ｅ
期
　
検
出
し
た
遺
構
の
中
で
も
っ
と
も
新
し
い
時
期
の
も
の
で

あ
る
。



　
第
9
1
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｅ
区
）
　
昭
和
4
9
年
７
月
～
同
年
如
月

　
調
査
は
、
推
定
第
二
次
大
極
殿
西
外
郭
の
西
南
隅
に
あ
た
る
地
域

で
実
施
し
た
。
こ
の
地
区
は
第
4
1
次
調
査
の
東
隣
地
区
に
あ
た
り
、

ま
た
東
対
称
位
置
の
昭
和
4
3
年
度
の
第
3
5
次
調
査
の
結
果
か
ら
は
、

大
極
殿
外
郭
を
囲
む
築
地
塀
と
そ
の
内
側
に
礎
石
建
物
な
ど
の
存
在

が
予
想
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
予
想
通
り
築

地
塀
、
こ
れ
に
と
り
つ
く
門
、
礎
石
建
物
、
塀
立
柱
柵
列
二
条
な
ど

を
検
出
し
た
。

　
平
城
宮
北
方
の
丘
陵
は
、
第
一
次
・
第
二
次
内
裏
地
域
に
向
か
っ

て
張
り
出
し
て
い
る
が
、
調
査
地
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
谷
間
に
あ
た
る
、

元
来
低
湿
地
の
地
域
で
あ
っ
た
。
平
城
宮
造
営
と
と
も
に
、
こ
の
低

湿
地
を
埋
め
立
て
て
（
厚
さ
5
0
ご
整
地
し
、
第
一
期
の
建
物
群
を

建
設
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
自
然
木
や
埴
輪
片
を
含
ん
だ
黒
色
粘
土

層
の
旧
表
上
上
に
堆
積
し
た
建
築
用
材
の
破
片
や
削
屑
、
檜
皮
と
と

も
に
出
土
し
た
。
第
一
期
に
属
す
る
建
物
群
は
柵
列
（
ｓ
ｙ
∝
｛
｀
Ｊ
ペ

エ
事
用
の
仮
設
建
物
五
棟
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
掘
立
柱
柵

列
が
内
裏
外
郭
を
区
画
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
木
簡
は
こ
の

第
一
期
の
造
営
中
に
使
用
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ぎ
に
第
二
期
の
埋
め
立
て
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
築
地
塀
が
柵
列
の
上
に
建
設
さ
れ
、
大
極
殿
外
郭
を
と

り
囲
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
築
地
塀
の
内
方
に
礎
石
建
物
（
七
×
四

間
東
向
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
第
3
5
次
調
査
時
の
礎
石
建
物
と

対
称
の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
建
物
の
真
南
に
築
地
塀
に
と
り
つ
く
門

　
（
三
×
二
間
）
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
現
在
第
二
次
内
裏
・
大
極
殿

と
呼
称
し
て
い
る
地
域
は
、
一
応
整
備
完
成
さ
れ
る
。

　
木
簡
は
そ
の
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
第
一
期
の
造
営
に
あ
た
り
こ

の
地
区
の
低
湿
地
を
埋
め
立
て
な
が
ら
、
造
営
工
事
が
進
行
し
て
い

く
過
程
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
地
点
は
発
掘
調

査
区
の
南
西
部
に
あ
た
る
。
低
湿
地
を
埋
め
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る

地
区
を
、
東
西
約
６
ｍ
、
南
北
約
1
5
m
に
わ
た
っ
て
、
旧
地
表
面
に
　
一

達
す
る
ま
で
全
面
発
掘
し
た
。
そ
の
結
果
、
発
掘
区
外
の
南
方
に
向
　
一

か
っ
て
さ
ら
に
低
湿
地
が
拡
が
り
、
木
簡
を
含
む
層
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
木
簡
を
含
む
層
（
暗
灰
粘
質
土
）
は
、
黒
色
粘
土
層
の

旧
表
土
層
の
上
に
、
厚
い
と
こ
ろ
で
2
0
m
余
あ
り
、
こ
れ
に
建
築
用

材
の
破
片
や
削
屑
、
檜
皮
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
木
簡
の
総
出
土
点
数
は
2
4
2
点
で
、
そ
の
中
か
ら
4
6
点
を
選
ん
で
釈

文
を
掲
げ
た
。
掲
載
木
簡
の
内
訳
は
文
書
様
木
簡
７
点
、
貢
進
札
丿

点
、
物
品
付
札
Ｏ
点
、
習
書
３
点
な
ど
（
他
は
断
定
で
き
な
い
も
の
）

で
、
な
か
で
も
圧
倒
的
に
貢
進
札
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
貢
進
札
の
郡
名
・
里
名
の
記
載
法
、
年
紀
（
和
銅



一
一
年
・
和
銅
三
年
）
か
ら
み
て
、
「
続
日
本
紀
」
和
銅
六
年
五
月
甲

子
条
の
「
畿
内
・
七
道
諸
国
の
郡
郷
名
に
は
好
き
字
を
著
け
よ
」
と

い
う
制
が
出
さ
れ
る
以
前
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貢
進
物

も
大
部
分
は
米
（
白
米
）
で
、
出
土
状
況
や
出
土
遺
構
と
の
関
係
か

ら
考
え
て
、
遷
都
直
後
の
平
城
宮
造
営
が
進
行
す
る
な
か
で
、
造
営

従
事
者
ら
に
支
給
さ
れ
た
食
料
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
叩
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｃ
Ｃ
区
）
　
昭
和
必
年
１
月

　
こ
の
調
査
は
、
平
城
宮
整
備
に
伴
な
う
浄
化
槽
設
置
の
事
前
調
査

と
し
て
小
規
模
な
範
囲
で
行
な
っ
た
。
調
査
地
は
、
通
称
一
条
通
り

に
沿
っ
た
佐
紀
池
の
す
ぐ
南
、
小
字
「
池
尻
」
と
呼
ぶ
地
域
で
、
第

2
8
次
調
査
の
ほ
ぼ
北
延
長
部
に
位
置
す
る
。
調
査
の
結
果
、
第
2
8
次

中
か
ら
1
6
点
を
選
ん
で
釈
文
を
か
か
げ
た
。
「
和
銅
六
年
」
銘
を
有

す
る
越
前
国
庸
米
貢
進
札
が
注
目
さ
れ
る
。

一

木
簡
の
形
態
分
類

｀
つ
｝
｝
型
式

｀
つ
｝
器
型
一
式

｀
ｃ
｝
口
型
式

｀
つ
に
｝
型
式

｀
つ
に
Ｑ
型
式

｀
つ
｀
ご
型
式

調
査
で
発
見
し
た
南
北
溝
の
北
延
長
部
は
池
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
　
　
ａ
ｏ
｀
に
型
式

だ
。
　
木
簡
は
、
こ
の
南
北
溝
と
池
の
堆
積
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
木
　
　
６
　
０
　
３
　
３
型
式

簡
の
出
土
し
た
暗
褐
粘
土
層
（
二
〇
～
四
〇
ｍ
）
は
、
池
の
堆
積
層

の
最
下
層
に
あ
た
り
、
お
び
た
だ
し
い
木
屑
を
含
ん
で
お
り
、
木
簡
　
　
６
０
　
３
９
型
式

も
こ
れ
ら
の
木
屑
、
瓦
、
須
恵
器
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。
な
お
、

木
簡
を
含
ん
だ
こ
の
層
の
一
部
は
、
後
に
池
の
南
岸
を
縮
少
整
備
し
　
　
｀
つ
Ｊ
｝
型
式

だ
際
の
整
地
層
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
総
点
数
3
8
点
、
そ
の
　
　
｀
つ
Ｘ
ｊ
型
式

短
冊
形
。

短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。

小
型
矩
形
の
も
の
。

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。
　
　
　
　
一

長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も
　
‐
３

の
。
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た

も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
。

他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が
あ
る
が
、

他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
他
端
の
形
態
が
不
明



　
　
　
　
　
　
の
も
の
。

｀
ｃ
｀
｝
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

｀
ｏ
｀
ａ
型
式
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
る
木
製
品
に
墨

　
　
　
　
　
　
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
が
判
然
と
し
な
い
も

　
　
　
　
　
　
の
。

｀
つ
ｘ
｝
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い

　
　
　
　
　
　
も
の
。

こ
こ
ｃ
｛
型
式
　
削
屑
。

三
、
凡
例

　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
か
か
げ
る
。
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア

ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
・
数
字
）
、
つ
ぎ
の
段
に
形
態
に
よ
る
型
式
分
類
番

号
（
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
、
三
ケ
タ
で
表
わ
す
）
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
た
。
「
　
」
が
二
個
あ
る
も
の
は
表
裏
に
記
載
の
あ
る
こ
と

を
示
し
、
「
　
」
の
中
に
さ
ら
に
「
　
」
の
あ
る
も
の
は
同
一
面
に
別
筆

の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
7
8
次
南
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ｂ
区
）

詣
圈
ゴ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

　
　
　
白
物
桶
Ｌ
福
徳

ロ
ロ
ー

「
　
白
」
・

口
口
口

白
右
桶

町柵
口
巌
鴛

「

ＬＬ

第
9
1
次
調
査
（
６

Ａ
Ｂ
Ｅ
区
）
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持
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